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子数に比例した速度で、HII領域内のガス粒子に外側に向かう速度を与えることで、輻射圧によ

る運動を実装した。 

 星風によるフィードバックは、輻射圧と同じ手法で実装し、輻射圧による速度変化に対する星

風による速度変化の割合をパラメータとして与える。 

５．初期条件 

初期条件には、星団形成シミュレーションでよく用いられる乱流を与えた一様密度の球を用い

る。メッシュ法を用いた輻射流体計算で行った結果と比較するため、Kim et al. (2018)[6]と同

様の分子雲のサイズ(20 pc)と質量(105太陽質量)でテスト計算を行った。重力ソフトニングは

0.075 pcとし、ガス粒子の質量を 0.1太陽質量とした。 

第３図: シミュレーションで得られた星団形成領域（左）と実際の星団形成領域。 

左図はシミュレーションで得られた結果。白点は 1太陽質量以上の星で、大きさは星の質量を表す。右図は実

際の星団形成領域（NGC2246、Credit: John Corban & the ESA/ESO/NASA Photoshop FITS Liberator）。点が星、

赤い「もや」がガス。中心部のガスの穴は、大質量星によるフィードバックによってできたものであると考えら

れている。 

６．結果 

図３(左)は、シミュレーションで得られたガスと星の分布である。一方、図３(右)は、実際に

観測された星団形成領域（NGC2246、バラ星雲）である。このように、シミュレーションは、分

子雲中で複数の星が形成し、大質量星からのフィードバックによって、星団形成領域の中心にガ

スの穴ができる仮定を再現している。

図４は、シミュレーションで形成した星の総質量の時間進化である。各線は、星形成を起こす

ための密度閾値の違いを示している。結果が密度閾値に依存するのであれば、密度閾値を高く設

定するほど、形成する星の総質量が減ると予想されるが、結果は、中間の密度閾値の時に、最も

多くの星が形成されている。これは、密度閾値は重要なパラメータではなく、それよりも、いつ、

どこで大質量星が形成するか、また、形成した大質量星が連星との 3体相互作用で星団外に脱出

するタイミングといった、星を一つ一つ分解し、星の近接遭遇を正しく解いた結果表れる効果に

依存していることを示している。このように、大質量星の形成するタイミングや、大質量星が星

団を脱出するタイミングで結果が 2割ほど変わるため、同じような質量、サイズの分子雲であっ

ても、そこから形成する星団の質量は、2割ほどバラつきが出る可能性を示唆している。 
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